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１ 基本コンセプト 

（１） 基本コンセプト 

「教育・子育てを支える拠点の場の創出」 

子どもの学びと遊びの場 保護者の交流の場 子育てを支える場 

（２） 基本方針 

ア 子どもの「学び」と「遊び」の場 

こども館においては、広々とした施設に様々な遊びや学びの機能を備え、子

ども同士が交流し、遊びを通じて友達づくりの場を提供することで、協同性、

自主性、創造性を育むことができる活動の場を提供します。また、幼稚園教諭

等による幼児教育教室等を実施することで、子育て支援サービスの拡充を図り

ます。幼稚園においては、こども館機能を活用し、様々な遊びを体験し、教育

活動の充実を図ります。 

イ 相談窓口・保護者同士の交流の場 

こども館においては、保護者や子どもが抱えている悩みを安心して相談する

ことができ、必要に応じ関係機関等につなぐ役割を担う相談窓口を設置しま

す。また、保護者同士が子育てに関する情報交換を行い、交流し、仲間づくり

ができる場を設けるなど、広く地域の人々と関わりを持てるよう子育て支援を

実施します。さらに、関係機関等と連携し、子どもの成長や発達に関する支援

の場の充実を図ります。 

ウ 指導者の資質向上、育成の場 

幼稚園においては、１学年２学級による園運営を行うことで、教諭同士が互

いに切磋琢磨し、資質向上に資する環境を構築します。こども館においては、

子どもの活動に係るボランティア等が交流し、育成される機会を創出します。 

エ 教育保育施設のネットワーク拠点となる場 

幼児教育や保育に関する情報をはじめ、地域の子育て支援活動に関する情報

提供を行い、子育てに関する情報発信拠点として、近隣の子育て支援施設、教

育・保育施設とのネットワーク化により、総合的な子育て支援策を展開する拠

点として整備します。 
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２ 導入機能 

（１） 幼稚園  

室名 機能 備考 

保育室 園児が自然の風や光を感じられるように、

通風や採光に配慮します。遊び道具を広げて

遊べる空間、多様な遊びを促す環境を整備し

ます。生活習慣の自立を促せるよう、各自の

着替え等を収納できる場所を設置します。ま

た、園児が自ら教材の準備や片付けをスムー

ズに行えるよう教材室を保育室内に設置しま

す。 

６室。 

各学級の

最大定員

３５名。 

遊戯室 室内遊び、生活発表会等の催事を実施する

必要な広さを確保し、音響機器等の設備を設

置します。運動器具、催事用備品を収納でき

る倉庫を併設します。子どもたちが全力で運

動できる広さを確保します。 

 

玄関ホール 送迎時に職員と保護者によるコミュニケー

ションが図れる十分な広さを確保します。 

 

多目的スペース 異年齢児の交流、日常的な遊び場ができる

空間とします。また、園児の一時預かりスペ

ースや図書スペースなど多目的用途に対応で

きる空間とします。 

 

園庭 全園児が遊べる広さを十分に確保します。

運動会の利用を想定し、直線コースやトラッ

クコースを設置する広さを確保します。保育

室を清潔に保つため、園庭に手洗い場、足洗

い場を設けます。遊具は、園児数に応じ、適

切な種類、数、規模、設置場所等を検討しま

す。また、遊具を適切な状態で維持できる広

さの屋外倉庫を確保します。 

野菜の栽培、水遊びを行えるスペースを確

保します。 

休日や長期休業中においては、こども館利

用者に開放し、施設の有効活用を図ります 

共用可 

園児用トイレ 各保育室等からアクセスしやすい位置に設

置します。シャワーパン、自動水洗を設置し

ます。 

 

調理場 作業区分やアレルギー対応に配慮したスペ

ースや導線を十分に確保し、効率的な調理を

可能とする空間とします。調理場内に職員用
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のトイレ、更衣室、会議スペースを設置し、

衛生面に配慮します。 

ランチルーム 食事を通じて、園児同士の交流を促進する

スペースとします。また、園児が調理時の様

子を見学し、調理員や栄養士と交流が図れる

よう、調理場とのつながりを重視し、配置し

ます。 

 

職員室 指導計画の立案、教材の準備等を行う総合

的なスペースとして、十分な広さを確保しま

す。職員の増減に柔軟に対応し、業務の効率

化を推進するため、フリーアドレスを検討し

ます。 

 

保健室 園児の発熱などの応急処置、園児の休養等

ができるスペースとします。 

養護教諭等が園児の様子を観察しやすいよ

う職員室とのつながりを重視します。 

 

応接室 来園者の応接、保護者の相談ができるスペ

ースとします。 

 

会議室 職員会議の開催、来客時の応接対応、PTA

会議等を開催できる規模の広さを確保しま

す。 

 

大人用トイレ 職員、来園者が使用できるトイレを男女別

に設置します。また、多目的トイレを別に設

置します。 

 

その他 更衣室、給湯室、倉庫、機械室、洗濯乾燥

室等 

 

（２） こども館 

室名 機能 備考 

プレイホール 子どもが自由にのびのびと遊ぶことができ

る空間を確保し、室内遊具を設置します。 

また、トランプや将棋、ボードゲームなどで

遊べるスペースや飲食することのできるスペ

ースを一部確保します。 

共用可 

赤ちゃんコー

ト 

プレイホールに隣接する場所に０歳から２

歳までの未就学児とその保護者が室内遊具や

玩具で遊ぶことができるスペースを確保しま

す。 

 

キッズコート プレイホールに隣接する場所に３歳以上の

児童とその保護者が室内遊具や玩具で遊ぶこ

とができるスペースを確保します。 
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フードコート 自動販売機を設置し、子どもや保護者が飲

食することのできるスペースを確保します。 

 

わんぱくアリ

ーナ 

 

子どもの体力増進のために使用します。子

どもと保護者がいつでも自由に遊ぶことがで

きる十分なスペースを確保します。 

共用可 

図書室 子どもが自由に絵本や紙芝居、読み聞かせ、

その他児童書を読むためのスペースを確保し

ます。 

 

自習室 子どもが静かな空間で自主学習をするため

のスペースを確保します。 

 

音楽室 防音の部屋で子どもが歌を歌ったり、楽器

を演奏するなど音楽を楽しんだり、ダンスを

楽しむためのスペースを確保します。 

共用可 

スプラッシュ

テラス 

子どもが水遊びをしたり、親子で休憩する

ことができるスペースを確保します。 

共用可 

集会室 会議や集会を行うことができ、子どものた

めのビデオ上映などに利用できるスペースを

確保します。 

共用可 

創作活動室 工作、ぬり絵などを子ども、親子で楽しむこ

とができるスペースを確保します。 

また、調理器具を設置し、食育などの事業に

利用できるスペースを設置します。 

共用可 

相談室 保護者が育児や子どもの成長全般について

の相談をしたり、子どもが悩み事などを相談

できるスペースを設置します。 

 

トイレ 職員、利用者が使用できるトイレを設置し

ます。また、乳幼児をはじめ子どもが使いやす

い機能を備えたトイレを設置します。男女と

もベビーキープを設置します。 

 

多目的トイレ 全ての利用者にとって使いやすいバリアフ

リー、オストメイトに配慮したトイレを設置

します。 

 

授乳室 授乳しやすい設備を備え、プライバシーに

配慮したスペースを設置します。 

 

おむつ交換室 おむつ交換するために、交換しやすい設備

を備えたスペースを設置します。 

 

エントランス

ホール 

来館者の待合せができる場、子育て支援情

報等を発信できる場を設置します。 

ベビーカー等の利用に配慮した十分な広さ

を確保します。 
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事務室 職員が施設管理や事業運営などの事務を行

うため、職員規模に応じた十分なスペースを

確保します。 

また、職員用の準備室を確保します。 

 

その他 受付スペース、更衣室、給湯室、倉庫、清

掃スタッフ用管理室、機械室、洗濯乾燥室、

ベビーカー置き場等 

 

（３） 共用 

室名 機能 備考 

駐車場 

  

 

一般の施設利用者を対象とした駐車場は、

旧深谷市民体育館跡地に整備します。ただ

し、駐輪場、障害者用駐車場及び車寄せを建

物敷地内に整備します。 

なお、廃止後の深谷市立深谷幼稚園の敷地

は、近隣公共施設の共用駐車場として整備し

ます。 

 

エレベータ バリアフリーの環境を整備するため、エレ

ベータを設置します。 
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３ 複合施設の規模 

（１） 建物規模 

 敷地の選定を行うにあたり、複合施設に求められる導入機能を確保するた

め、必要な規模は、約４，６００㎡を基本とします。 

 なお、用途ごとの規模は、求められる導入機能から、次のとおり配分しま

す。 

幼稚園 約１，５００㎡ 

こども館 約３，１００㎡ 

合計 約４，６００㎡ 

（２） 駐車場規模 

建設予定の幼稚園と同規模である深谷市立深谷東幼稚園の駐車場規模、近隣

の児童館施設に設置された駐車場規模を参考とし、全体で２００台以上確保す

ることを基本とします。 

４ 敷地 

（１） 敷地の検討  

建物敷地については、建物規模及び園庭などの屋外スペースを考慮し、旧深

谷市産業会館跡地とします。 

また、駐車場敷地については、旧深谷市民体育館跡地及び今後廃止する深谷

市立深谷幼稚園の敷地を活用します。 

（２） 建物敷地の概要及び規制 

計画施設 建物（幼稚園・こども館） 

所在地 

地番 深谷市仲町５３６－１ほか６筆及び水路敷 

（旧深谷市産業会館跡地） 

住居表示 深谷市仲町２０ 

敷地面積 約５，６００㎡ 

区域区分 市街化区域 

用途地域 第１種住居地域 

建ぺい率 ６０％（角地緩和あり７０％） 

容積率 ２００％ 

防火地域 なし 

高度地区 なし 

埋蔵文化財 包蔵地内（県遺跡番号６０－１０８、深谷城跡） 
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前面道路 
（北側） 

市道幹３３号 

（東側） 

市道幹２５号 

（南側） 

市道Ｄ－３０５号 

 

幅員 ９．１ｍ １６．０ｍ 
５．０ｍ 

（歩道含まない。） 

通行規制等 相互通行 
相互通行 

通学路指定有 
相互通行 

建築基準法の定義 第４２条１項１号 

イ
ン
フ
ラ
敷
設
情
報 

上水 本管φ１００ 本管φ２００ － 

下水 本管φ２５０ 本管φ６００ 本管 管径不明 

ガス 低圧φ１００ 
低圧φ２００ 

中圧φ１５０ 
低圧φ１５０ 

電力 高圧電力の引込み可能 

洪水ハザードマップ 浸水深さ３ｍ～５ｍ未満 

必要な手続 
敷地内水路の用途廃止 

開発許可に準ずる手続 

その他関係法令に必要な手続 

周辺の状況 

計画地は、ＪＲ深谷駅より直線で約１ｋｍに位置し、

周辺は市有の公共施設（主に文教施設）が集まってい

る。計画地北は、主に住宅地であり農地が点在する閑

静な地区である。 
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（３） 駐車場敷地の概要  

計画施設 駐車場１ 

所在地 

地番 深谷市本住町５４６－１ほか８筆及び水路敷 

（旧深谷市民体育館跡地） 

住居表示 深谷市本住町１７－２ 

敷地面積 約４，５００㎡ 

 

計画施設 駐車場２ 

所在地 

地番 深谷市仲町５６２－１ほか２筆 

（深谷市立深谷幼稚園敷地） 

住居表示 深谷市仲町１９－２ 

敷地面積 約２，５００㎡ 
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５ 周辺状況図 

 

【凡例】       ：公共エリア 

計画地（建物） 

（旧深谷市産業会館跡地） 

計画地(駐車場１) 

（旧深谷市民体育館跡地） 

※令和 4年度体育館解体予定 

計画地（駐車場２） 

（深谷幼稚園敷地） 

※令和 8年度廃止後解体整備予定 
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６ 整備方針 

（１） 安心して利用できる施設 

こども館では、対象年齢の遊び場、異年齢交流ができる遊び場を分離し、全ての利

用者が安心して利用できる空間をつくります。また、全ての利用者に優しいユニバー

サルデザインに配慮した施設整備を行います。 

（２） 質の高いサービスを提供できる施設 

施設複合化のメリットを生かし、利用者の利便性を向上し、サービスの質の向上を

実感できる空間を作ります。 

（３） 効率的な管理運営ができる施設 

施設の管理部門を配置し、効率的な管理運営を行います。 

（４） 建設コスト、維持コストを低減できる施設 

幼稚園、こども館がともに利用できるスペースを創出し、施設総量の減少による建

設コスト、維持コストを抑制した施設を目指します。 

（５） 環境に配慮した施設 

施設の木造化・木質化を検討し、利用者にやすらぎとぬくもりのある健康的で快適

な空間の提供を目指すとともに、自然エネルギーの活用の検討や省エネルギー設備の

導入による環境負荷の低減を図ります。 

７ 配置計画 

計画地は、深谷城址公園や小学校、公民館などの文教関連施設に囲まれた公共エリ

ア内の立地となります。建設する建物は、立地を生かし周辺施設との連携のとれた土

地利用、景観的に調和のとれた配置を計画します。 

幼稚園機能は１階に配置し、こども館機能は１階及び２階に配置します。規制への

対応については、関係法令に基づき所管機関と協議し、関係法令を遵守します。 
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８ 動線計画 

（１） 建物出入口の考え方 

幼稚園及びこども館の出入口は、それぞれ別に設置し、それぞれの利用者が交錯し

ないように配慮します。 

（２） 敷地出入口の考え方 

敷地への出入口は、敷地の北側及び南側の道路からの出入りを想定します。また、

公共エリア内の他の公共施設の相互利用における動線の利便性に配慮します。 
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９ 配置イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【凡例】 

        ：予定建物（※イメージであり建物形状を指定するものではありません。） 

        ：建物敷地出入（※イメージであり位置を指定するものではありません。）

深谷市産業会館跡地 

深
谷 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

深
谷
公
民
館 

深谷幼稚園 

深谷市民体育館 

※令和 4 年度解体予定 

深谷商工会議所 

深谷図書館 

文
化
会
館 

城址公園 

計画地（建物） 

約 5,600 ㎡ 計画地（駐車場１） 

約 4,500 ㎡ 

計画地（駐車場２） 

約 2,500 ㎡ 

※複合施設オープン後 

駐車場へ整備予定 
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１０ 事業規模 

これまでの内容を踏まえ、事業規模を次のとおり整理します。 

敷地面積 約１２，６００㎡  

建物面積 約４，６００㎡（幼稚園１，５００㎡、こども館３，１００㎡） 

建築構成 １棟 構造未定 階数最大３以内 

駐車台数 ２００台以上 

※  敷地面積は、旧深谷市産業会館跡地、旧深谷市民体育館跡地及び深谷市立深谷

幼稚園敷地の合計面積です。 

１１ 概算事業費 

工事区分 事業費 備考 

建築本体工事費 ２６．6億円 建築、電気・機械設備、外構工事等 

駐車場整備工事費 ０．８億円  

設計・工事監理費 １．９億円  

合 計 ２９．３億円 消費税１０％含む。 

※  上記の概算事業費は、本計画策定時の想定金額であり、今後、社会情勢の状況

変化により変動する可能性があります。また、室内遊具及び什器備品に係る費

用、深谷市立深谷幼稚園の解体整備費等は含まれていません。 

１２ スケジュール 

整備スケジュールは、次のとおり予定します。

 

令和8年度

6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12

（R4.10～R5.3） 準備選定

設計業務

（R5.4～R6.3) 基本・実施設計

建設工事

（R6.10～R8.1） 発注準備 建設工事 開業準備

設計業務委託者選定

　　　　　　 　　　年

　　　　　　　　 年度

区分　　　　　　 　月

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年


